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２ ０ １ ６ 年 ８ 月 ２ ２ 日 号

あ り が と うござ いま し た 松 下 徳 二

一 第１２回ハンセン病市民学会総会・交流集会 in奄 美・鹿屋

(上 )市 民 学 会 で 登 壇 さ れ た

二 南九州新聞への意見広告 松 下 徳 二 さ ん

内容：教育会館大掃除／労金友の会の総会
第 71 回長崎原爆祈念集会／９月原発集会
共助会講演会／くろつち会作品展
お礼－ハンセン病市民学会＆９条新聞意見広告

５ 月 １ ３ ， １ ４ 日 の ハ ン セ ン 病 市 民 学 会 開 催 に 際 し て は 事

前 準 備 か ら 当 日 ま で 多 く の 面 で く ろ つ ち の 皆 さ ん に ご 指 導 、

ご 協 力 を い た だ き ま し た 。 暑 い 中 、 １ 時 間 以 上 も 外 に 立 つ と

い う 係 や 二 日 間 に わ た っ て あ ま り 目 立 た な い け ど 大 事 な 仕 事

も や っ て も ら っ た り し ま し た 。 お か げ さ ま で 盛 会 充 実 の 会 と

し て 終 え る こ と が で き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 お

礼 が こ ん な に 遅 く な っ て ご め ん な さ い 。

今 年 も 昨 年 に 続 き ５ ０ ０

を 超 す 方 々 ・ 団 体 の 賛 同 を

得 て 、 一 面 広 告 を 掲 載 す る

こ と が で き ま し た 。 賛 同 者

の 大 半 は く ろ つ ち 会 員 （ 家

族 を 含 む ） 関 係 者 で す 。 毎

年 の お 願 い で 誠 に 恐 縮 で す

が、心からお礼申し上げます。

安 倍 内 閣 の 改 憲 狙 い は 露

骨 で す 。 私 た ち を 国 に 忠 実

な 臣 民 に し て 、 戦 前 の よ う

に 権 利 は 制 限 、 義 務 を 増 や

し て 、 さ ら に 、 非 常 事 態 法

な ど も 加 え て 、 ド イ ツ ヒ ッ

ト ラ ー の 歩 み を 再 現 し た が

っ て い ま す 。 と ん で も な い

こ と で す 。 こ ん な 日 本 を こ

れ か ら の 人 々 に 残 す わ け に

は い き ま せ ん 。 私 た ち も ず

い ぶ ん 高 齢 に な っ て き て い

ま す が 、 な ん と し て も 危 険

極 ま る 安 倍 内 閣 の 目 論 見 を

打ち 砕きま しょう 。

新 聞 へ の 意 見 広 告 は そ の

た め の 大 き な 闘 い の 一 つ で

す 。 本 当 に あ り が と う ご ざ

いま した。

（ な お 、 事 務 局 の 手 違 い に

よ り 、 せ っ か く 賛 同 い た だ

き 経 費 も い た だ い て い た の

に 以 下 の 方 々 の 名 前 が 不 掲

載 で し た 。 お 詫 び す る と と

も に 姓 だ け で す が 、 く ろ つ

ち の 皆 さ ま に は 御 承 知 お き

下 さ い 。 掲 載 さ れ な か っ た

方 々 に は 本 当 に 申 し 訳 あ り

ません でし た）。

≪ 宇 都 中 学 校 分 会 、 大 迫 様

（ 宇 都 中 ）、 宇 都 様 （ 原 田

小 ）、 坂 元 ・ 松 崎 様 （ 西 原

台小）、北山 様（ 池之原 小）、

北 山 様 （ 東 中 ）、 東 二 町 様

（ く ろ つ ち ）、 時 吉 様 、 勝

ご夫妻 様≫

８ 月 ４ 日 、 九 州 ろ う き ん 鹿 屋 支 店 退 職 者 友

の 会 の 総 会 が 、 あ り ま し た 。

総 会 の 中 で 出 さ れ た 意 見 で 印 象 に 残 っ て い

る の が 、 友 の 会 旅 行 と グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 県 大

会 の 会 場 に つ い て で す 。

後 者 に つ い て は 、 鹿 児 島 な ど 会 場 に 近 い 地

域 と 肝 属 な ど 遠 い 地 区 と で は 不 公 平 で は な い

か と い う 意 見 で す 。 難 し い 問 題 です 。

総 会 の 後 は、交 流会 が あ り ま し た。（ 左 写 真）
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例 年 、 夏 休 み に 入 っ て す ぐ の 土 曜 日 は 支 部

の 大 掃 除 が 計 画 さ れ ま す 。 今 年 は ７ 月 ２ ３ 日

で し た 。 く ろ つ ち 会 か ら は ２ ０ 数 名 の 参 加 で

し た 。

あ る 先 生 が 気

に な っ て 「 す

み ま せ ん 、

お 年 は 何 才 で す か ？ 」

と 聞 き ま し た ら 「 ８ ２ 才 で す 」

と 答 え ら れ て 驚 き ま し た 。 僕 は

そ の 年 に な っ た ら 、 到 底 無 理 で す 。

１ ０ 時 ご ろ に は 、 支 部 も す っ か り 見 違 え る よ

う に な り ま し た 。

(写 真 上 :右 作 業 が 一 段 落 し て )(文 責 樋 園 )

１ １ 月 １ 日 ～ ７ 日

１ ０ 時 ～ ２ ０ 時

プ ラ ッ セ だ い わ 鹿 屋 店

多 く の 方 の 出 品 を お 願 い し ま す 。

期 日 ９ 月 ６日 （ 火 ） 予 備 日 ７ 日 （ 水 ）

会 場 田崎コー ト

開 会 式 ８：３０～

申 込 電 話 で 、 本日 か ら ８ 月 ３ １ 日 ま で 下 記 へ

（ 内 俊 朗 ０ ９ ９ ４ － ４ ３－ ９ ４ ６ ４）

午 後 ６ 時半 ～

反原発・反戦争法集会

北 田 交 差 点 で ス

タ ン デ ィ ン グ ア

ピ ー ル を し ま す 。

８ 月 ９ 日 、イ ベ ン ト 広 場で の 集

会で、反戦・反核を市民に訴えました。

７ ０ 名 近 く の

仲間が集まり、

71 年 前 の こ の

日 に 思 い を は

せました。

参 加 者 の 声

の 一 部 を 掲 載

します(敬称略 )

松 下 「 戦 争 は 二

度としない、させないことが今日の集会の目的です」

飯山 「まだ まだ大 丈夫。 憲法改悪 は私達 の力で阻

止できる」

健太(19 才)「次の世代

の大黒柱としてが

んばりたい」

野 口 「 次 の 世 代 に 託

し た い と 思 っ た

けど、先の若者の声を聞いて安心しました」

竹下「 NHK アンケ ートの改憲はどちらとも言えな

いの約３０％をどう引き込めるかが課題です」

リ レー トーク の後、 １１時 ２分、 犠牲者 に対し

て黙祷を捧げて集会を閉じました。

８月１０日は

共助会主催の講

演がありました。

講師は鹿児島国際大学

専任講師の 栄 留 里見先
えい どめ

生、演題は「子どもの貧

困・虐待を考える」。

虐待は年間１０万件を数え、貧困に伴

う虐待は今後も増えるだろう、というこ

とです。それを発見・支援するために、

子どもの「声なき声」を発見することが

大切だということです。

せっかくの講演会というのに空席が目

立ちました。１０日ごろと言えば、現場

はそれほど多忙ではないと思うのだが。


